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gsについて
群落も個葉も基本は“気孔”

光

二酸化炭素 水

気孔

蒸散とは－
気孔の開閉だ

これを群落に適用することもある。
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群落も個葉も基本は“気孔”
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個葉
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群落

gs以外、気象観測により全て既知

⾊々な gs (個葉でも群落でも)の表現
１．Jarvis モデル
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２．Ball-Berry モデル
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𝐜𝐨𝐧𝐬𝐭. からの修正
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３．Leuning モデル
※Ball-Berryモデルの改造

𝑨 𝑨 Cci 

４．Oren モデル
からの変形

５．Medlyn モデル
の時間積分が最⼩となる問題TR 𝜆𝐴
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の３式から、Ciの２次⽅程式を導く。

光合成⽣産に対する最適⽔利⽤

※ 𝑔 ∝ Γ∗𝜆
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